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矢内原勝名誉教授略歴•著作目録

1926年 3 月13日 大森に生れる

1944年 4 月 慶應義塾大学経済学部予科入学

1946年12月 故安川五郎君記念奨学賞受賞

1947年 3 月 慶踱義塾大学経済学部予科修了

1947年 4 月 慶應義塾大学経済学部に進学

1950年 3 月 慶應義塾大学経済学部卒業

1950年 4 月 慶應義塾大学経済学部副手に就任

1952年 4 月 慶應義塾大学経済学部助手に昇任

1954年 9 月〜1955年12月 British Council Scholar
S c ie n c e大学院に留学 

1957年 4 月 慶應義塾大学経済学部助教授に昇任

1966年 9 月 経済学博士の学位を授与される

1966年10月 慶應義塾大学経済学部教授に昇任

1976年 4 月〜1978年 3 月慶應義塾派遣留学生としてUniversit6 P a r is 1 に留学

1980年11月 『ァフリ力の経済とその発展—— 農村 . 労働移動• 都市—— 』により福澤賞受賞

1991年 3 月 慶應義塾大学を定年により退任

1991年 4 月 慶應義塾大学名誉教授

1991年 4 月 作新学院大学経営学部教授に就任

学会での活動

〇 国際経済学会 幹 事 1955年10月〜1978年10月
理 事 1978年10月〜1984年10月
常任理事 1984年10月〜1990年10月

〇 アジア政経学会 常務理事 1968年10月〜1991年10月
理 事 長 1982年10月〜1984年10月
監 事 1991年10月〜現在

〇 日本アフリ力学会 幹 事 1967年 4 月〜 1968年 3 月

理 事 1968年 4 月〜1978年 3 月

評 議 員 1965年 4 月〜現在

〇 日本経済政策学会 理 事 1983年 5 月28日〜現在

塾内役職歴（経済学部）

〇 入試事務補佐 寺尾 学 部 長 •森 事 務 長 1958年
〇 学習指導副主任 1959年 4 月 1 日〜1961年 3 月31日
〇 学生部副部長（三田支部） 高村 • 永沢塾長（学費スト時） 1963年10月 1 日〜1965年 5 月31日 
〇 学習指導主任 1971年10月 1 日〜1973年 9 月30日
〇 経済学研究科学習指導委員 1969年 4 月 1 日〜1971年 9 月30日 
〇 運 営 委 員  福岡学部長 1973年10月〜1975年 9 月

〇 人事委員長  1979年10月〜1980年 6 月，1982年 6 月〜1984年 5 月

O 図書委員長  1981年 4 月〜1990年 9 月
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著作目録

著 書

『低開発国の輸出と経済開発』 東洋経済新報社 1965年
『金融的従属と輸出経済一ガーナ経済研究一』 日本評論社 1965年

The Economic Development o f Japan for 100 Years, Ministry of Foreign Affairs, Japan 1967年
『国際貿易論』 慶應通信 1968年
『ココア経済• 輸出経済国の経済発展一ガーナを例として一』（国際問題新書 22) 日本国際問題研究所（細見 

眞也と共著，はしがき，第 5 章ココア輸出とガーナ経済） 1969年 

『アフリカナイゼーションの政治•軍事および経済的側面』（小田英郎と共同執筆，第 2 部アフリカナイゼー 

ションと日本進出企業） 外務省中近東アフリカ局アフリカ課1974年 

『アフリカの経済とその発展一農村• 勞働移動 . 都市一』 文 眞 堂 1980年 （初版），1986年 （改訂再版） 

『発展途上国の経済発展と労働移動』 慶應義塾大学（福澤記念選書 2 9 ) 1981年 

(新）『国際貿易論』 慶應通信 1982年 （初版) ，1986年 （改訂再版）

編 著

『近代化の条件一日本の立場• 低開発国の立場一』 （序文，第 I 部n 近代化と国民の行動） ダイヤモンド社 

1970年
『現代の世界7 アフリカ』 （小堀巌■富川盛道• 浦野起央と共著， 序アフリカを知るために，V — 2 

アフリ力経済の特質） ダイヤモンド社 1971年 

『「アフリカナイゼーション」の意味と現実』 （はしがき，第 1 章アフリカナイゼーションと近代化•経済発 

展）アジア経済研究所1973年 

『アフリカ•ラテンアメリカ関係の史的展開』（小田英郎と共編著，まえがき第二章大西洋奴隸貿易のアフ 

リ力への影響） 平 凡 社 1989年 

『世界経済のニュー• フロンティア』 （深海博明• 大山道広と共編著，第 1 3章 土地余剰輸出経済国の経済発 

展） 文 眞 堂 1988年
『経済協力計画策定のための基礎調査一国別経済協力計画一（アフリカ）』 （プロジ:= タト• マネジャー第 3 

章構造調整政策の実施状況と効果， 第 4 章アフリカの構造調整の実績と展望） 国際開発センター 

1990年 3 月

Structural Adjustment in Ghana: An Evaluation ( C h .1 . 1 , Ch. 2 .1〜2. 3, Ch. 6.)，International 
Development Center, March 1992.

編 集 • 校 訂

矢内原忠雄『内村鑑三とともに』 東大出版会（「あとがき」） 1962年 

矢内原忠雄『信仰と学問一未発表講演集一』 新地書房（校訂 • 編集「編集後記」） 1982年 

『矢内原忠雄未発表聖書講義• イザヤ書• ミカ書』 新地書房（校 訂 （中村勝己) ，「序」） 1984^
『矢内原忠雄未発表聖書講義• ニゼキニル書』 新地書房（編集 • 校訂，「あとがき」） 1984年 

『矢内原忠雄未発表聖書講義• ョヅ記• 詩篇』 新地書房（校 訂 （川西進) ，「序」） 1986年 

『矢内原忠雄未発表聖書講義• 伝道之書• 雅歌』 新地書房（校 訂 （川西進)，「序」） 1986年 

矢内原忠雄『山中湖聖書講習会講話• 講演 • 感 想 （校 訂 （中村勝己) ，「序」）1991年

学 術 論 文

「日本の人口問題とその解決策」 毎日新聞社人口問題調査会入選論文未刊 1950年 3 月11日 
「千年至毁説と共産主義思想」 『橄欖』 7 号 1950年12月
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「黙示録と共産主義思想」 『橄欖』 8 号 1951年 6 月

「インターナショナリズムとソ連邦の民族政策」 『三田学会雑誌』44巻 7 号 1951年 7 月 

「ナショナリズムとインターナショナリズム」 『国際経済』 3 号 1952年 5 月

「リンガジャティ協定について」（資料）⑴⑵⑶『三田学会雑誌』46巻 4 号， 5 号， 6 号 1953年 4 月， 5 月，

6 月

「国際関係下のインドネシア」 『世界経済』 8 巻 6 号 1953年 6 月

「英連邦の統一についての覚え書」（資料）上 • 下 『三田学会雑誌』47巻 7 号， 8 号 1954年 7 月， 8 月

「ス タ 一 リ ン グ 地域は崩壊するか—— 結合力を弱めた構造的要因」 『ュ コ ノ ミ スト』 1956年 7 月2 8 日号

「スタ一リング地域の植民地通貨制度」 『三田学会雑誌』49卷11号 1956年U 月

「英仏の権益とスエズ問題」 『アジア問題』 6 巻 2 号 1957年 2 月

「アフリカの経済開発問題」 『外交季刊』 2 巻 2 号 1957年 4 月

「英領植民地の銀行問題」 『バンキング』1 1 2 1 9 5 7年 7 月

「スターリング地域の内核一 植民地保有ポンド残高について一」 『日本の経済と貿易』 （『国際経済』 9 号） 

1957年
「西アフリカ . マ一ケッティング•ボード下のココア買付機構の研究」 『慶應義塾経済学会年報』 1 1 9 5 8 年 

「西アフリカ . マーケッティング• ボードの安定政策と基金」 『三田学会雑誌』51卷 4 号 1958年 4 月 

「「軟貨圈貿易論」の背景」 『ニコノミス ト 』 1958年 6 月28日号 

「新独立国ガーナの経済問題」 『外交季刊』 3 巻 3 号 1958年 7 月 

「インドの小工業と技術協力」 『アジア研究』 5 卷 2 号 1958年10月
「インド小工業政策の理論的基盤一低開発国の産出量と雇用問題一」 『三田学会雑誌』52巻 3 号 1959年 3 月

「経済開発と経済協力」 『世界経済』復刊第41号 1960年 1 月

「イソドの国際収支の型の変化について」 『三田学会雑誌』53卷 1 号 1960年 1 月

「労働事情の特質と問題点」 『インドの労働事情』 （調査研究報告双書第1 集） アジア経済研究所，第 1 部 

第 2 章 1960年 

「後進国開発論」 『世界経済評論』 4 巻 5 号 1960年 5 月 

「ナショナリズムと低開発国」 『思想』1960年12月号

「ビルマの貿易構造の特質と変化」 『ビルマの経済開発』 （調査研究報告双書第1 4集）アジア経済研究所， 

第 1 部第6 章 1961年 

「輸出経済の形成一ビルマの米輸出貿易一」 『三田学会雑誌』54卷 4 号 1961年 4 月 

「政治的独立の経済的意味」 『コリア評論』40巻 5 号 1961年 6 月

「輸出による強制貯蓄一ガーナのココア輸出の例一」 『三田学会雑誌』55卷 1 号 1962年 1 月 

「アフリ力の経済開発一ガーナ • ヴォルタ河計画一」日本国際政治学会編『アフリ力の研究』 1962年 

「国際収支構造の変化」 『インドの経済開発と国際収支』 （調査研究報告双書第45集） アジア経済研究所， 

第 2 篇第1 章 1963年 

「アフリ力経済と経済統合の問題点」 『世界経済評論』 7 巻 4 号 1963年 4 月

「東南アジア地域の資本形成における輸出の役割」 『アジア諸国経済開発の比較研究』 （研究参考資料第 61 
集）アジア経済研究所，第 3 章 1964年 

「低開発諸国における二重経済構造の成立過程」 『産業研究』 No. 2 (通巻3 号） 1964年度 

「アフリカの経済構造」 『国際問題』54号 1964年 9 月

“Problems of the Rice Trade between Burma and Japan—A Case Study on Exports of Primary 
Products in Underdeveloped Countries— The Developing Economies, V o l.I I , N o .1 . (March 1964) 

「日本における現代インド経済の研究」 『アジア研究』11卷 1 号 1964年 4 月 

『北アフリカ諸国の調査レポート』外務省経済局中近東課圣近資料13号， 1964年 6 月 

「北アフリ力経済の問題点」 『北アフリ力経済使節団報告書』外務省経済局，第 2 部 3 i i 1964年 6 月
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「低開発国の工業化と国際収支」 『低開発国経済と日本一インドを中心として一』 日本経済調査協議会，V 章 

1965年
「ガーナの開発計画一インドとの比較一」 『機械工業• 海外情報』76号 1965年 9 月

「低開発国の現状と問題点ー⑴経済開発」山本登編著『現代世界経済一その理論と実態一』 世界書院，第 5 
章 1965年 1972年増補改訂版 

「低開発国の開発計画と社会主義」 『世界経済評論』 9 巻10号 1965年10月 
「経済開発と二重経済」 （研究ノート） 『三田学会雑誌』59巻 4 号 1966年 4 月

「低開発諸国の二重経済構造の成立」山本登編『東南アジア開発と二重構造』 至 誠 堂 第 2 章 1966年 

「アフリ力諸国の機械輸入と経済開発」 アフリ力小委員会報告書『アフリ力諸国の経済開発と機械輸入需要の 

分析』機械振興協会経済研究所第1 部第 1 章 1966年 

「アフリカ経済の輸出部門の発展」 『アジア経済』 8 卷 2 号 1967年 2 月 

“Some Historical Obervations on the Development of Japan,” Economic Bulletin of Ghana, V ol.X I, 
No. 3 ,1 9 6 7

「低開発国住民の経済的行動」 『三田学会雑誌』60卷 8 号 1967年 8 月 

「後進国経済発展の理論と現実」 『国際経済学の根本問題』 （『国際経済』18号） 1967年 

「国際化と国際分業」 『経済セミナー』経済白書特集号 7 月号臨時増刊 1968年 

「低開発国の型ないし分類」（研究ノ 一 ト）『三田学会雑誌』62卷 3 号 1969年 3 月

「アフリ力諸国の輸出経済•二重経済構造形成と経済開発一旧イギリス領を中心として一」星昭編『アフリカ 

諸国における経済自立』（アジア経済調査研究双書1 7 3 )アジア経済研究所，第 2 章 1969年 

「後進国の経済発展と貿易」 『経済評論』 1970年10月号

「アフリカの経済発展と労働移動一労働移動モデルのアフリカへの適応性」 『アジア経済』12卷 3 号 1971年 

3 月

「英語圏アフリカの貨幣と銀行」アフリカ研究会編『アフリカ諸国における経済自立（続)』アジア経済研究所 

研究参考資料1 0 ,第 1 章 1971年 

「発展途上国の経済発展」 『発展途上国の未来像と南北問題の展望一とくに日本を中心において一』外務省経 

済局，第 5 章 1971年
「発展途上国のこれからのすがたと南北貿易の見通し」（田中拓男と共同執筆）『経済と外交』592号 1971年 9 

月

「経済援助の意義」 『経済協力推進の方途』日本経済調查協議会，第 1 章 1971年 

「発展途上国に対する援助と外国資本」 『研究月報』日本経済研究協会No. 7 0 1 9 7 1年10月 
「先進国は発展途上国にどこまで干渉すべきか」 『経済論壇』18巻 7 号 • 改造60号 1972年 7 月 

「近代化と外国資本一アジア• アフリカの場合一」川野重任編『アジアの近代化』東京大学出版会 1972年 

「発展途上国経済発展の二部門モデル」 『三田学会雑誌』65巻12号 1972年12月 
「西アフリカのアフリカ人商人と市場」上 . 下 『三田学会雑誌』66卷 6 号， 7 号 1973年 6 月， 7 月 

「近代化で自立は可能か」 『世界政経』 2 巻10号 1973年10月
「日本の発展途上国に対する直接投資企業と国民化政策一アフリ力の事例一」『三田学会雑誌』67巻 8 号 1974 

年 8 月

「アフリカ経済の現段階」 『流動』 7 巻 3 号 1976年 3 月

「資源貿易と経済開発• アフリカ経済の特徴と発展くその1 > 一般」 『地域開発ニュース』92号 1975年 4 月 

1 日

「資源貿易と経済開発，アフリカ経済 <  その2 >ナ イジ= リア」 『地域開発ニ ュ ー ス 』 93号 1975年 7 月 1 日 

「発展途上国への技術移転」上 • 下 『三田学会雑誌』68巻 7 号， 8 号 1975年 7 月， 8 月

"Japanese Overseas Enterprises in Developing Countries under Indigenization Policy the Airican
Case,” Japanese Economic Studies, V ol.IV , N o . 1 (Fall  1975)
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海外経済リポート「黒アフ！>力三国における日本進出企業の現況一日本進出企業の経済的環境を考える一」『世 

界経済評論』19巻12号 1975年12月 
「第 4 世界としてのブラック• アフリカ」『アジア』11卷 2 号 1976年 2 月 

「セネガルの落花生生産• 輸出の成長要因」 『三田学会雑誌』71巻 2 号 1978年 4 月

「発展途上国の労働移動問題ーアフリ力の農村から都市への移動を中心として一」 『世界経済評論』2 2巻 9 号 

1978年 9 月

「フランスにとってのアフリカ一その過去と現在一」 『共産主義と国際政治』 3 巻 4 号 1979年 1 〜 3 月 

「人口希薄国の労働余剰一黒アフリ力の事例」 『三田学会雑誌』72卷 3 号 1979年 6 月 

「80年代におけるL L D C諸国の経済 • 社会的ニーズを探る」 『国際協力』2693号 1980年 1 月 

『経済協力評価調査報告書ケニア• ナイジェリア• タンザニア• ザンビア』世界経営協議会（タンザニア3 と 

4 , ザンビア3 と4 ) 1980年 3 月 

「西アフリ力の労働移動一土地余剰下の輸出経済形成一」 『アジア経済』23巻 1 号 1982年 1 月 

「経済発展についての農業の役割一熱帯アフリカの事例一」⑴，⑵ 『三田学会雑誌』7 5巻 3 号， 4 号 1982年 

7 月，10月
「西アフリカ諸国都市内フォ一•マル•セクタ一とインフォ  7 ル•セクタ  農村より都市への労働移動一」

『アジア経済』23卷10号 1982年10月 
「輸出用1 次産品の小規模対大規模生産一小農対ブランテ一ション一」 『三田学会雑誌』7 7巻 6 号 1985年 2 

月

「ロメ協定 . 輸出稼得安定化制度とその評価」 『アジア経済』26巻 2 号 1985年 2 月 

「アフリカの飢饉とその発生要因」 『世界経済評論』29巻 9 号 1985年 9 月

‘Japan’s Economic Cooperation and Industrial Transformation in Asian Developing Countries: The Case 
of the Asahan Project in Indonesia,” Mondes en Developpement, No. 53， Tome 14 Ann谷e 1986 
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